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わ が 国 の 結 核 実 態 調査 にお いて要 医療 と され た

肺 結 核 患 者 の 遠 隔 成 績
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Non-tuberculous causes of death among pulmonary tuberculosis patients were investigated 

with special reference to apoplexia, malignant neoplasma and heart diseases, and the results 

were compared with those in the general population.

The mortality rate from the above mentioned three causes was calculated for pulmonary 

tuberculosis patients found in 1953, 1958 and 1963. The same procedure was applied for the 

general population, the age distribution of which was adjusted to the groups of tuberculosis 

patients. The mortality rate from the above three causes was compared between pulmonary 

tuberculosis patients and the general population.

In the case of apoplexia, the mortality rate was higher among the general population than 

among tuberculosis patients, while in the case of malignant neoplasma and heart diseases, the 

mortality rates were higher among tuberculosis  patients than among the general population. 

The results suggest the necessity of further investigation on the relation between tuberculosis 

and other diseases.

1.緒 言

第2編1)に おいて,結 核患者の結核死亡率を検討 し,

わが国におけ る結核死亡率は疫学的指標 として十分に用

い るにた ることを示 した。

結核患者 の非結核性死因に よる死亡については,結 核

症 と非結核性疾患 との関連について,各 種の疾患別に検

討 を行な うことが必要であ る。

本編では,結 核患者の非結核性死因に よる死亡の状況

をさ らに詳 しく検 討 した。

取上げ るべき疾患は多数考え られ るが,本 編では,わ

が国の死亡の主要原因であ る中枢 神経 系の血 管損傷,悪

性腫 瘍,心 臓 疾患の3疾 患に よる死亡 率を結核患者 と対

照一 般人 口について比較 した。

* From the Department of Public Health, Juntendo University School of Medicine, Hongo, Bunkyo-ku 

113 Japan.
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II.研 究対象お よび研究方法

1.研 究 対 象

1953,58,63年 の結 核 実 態 調 査2)～4)に お け る要 医 療

者 を 対 象 と した 。 詳 細 は 第1編5)に 述 べ た と お り で あ

る。

2.研 究方法

中枢 神経 系血 管損傷,悪 性腫瘍,心 臓疾 患について,

15年,10年,5年 間の追 求患者 のそれ ぞれ の死亡数 と比

較 すべ き一般人 口中の各疾患別 の期待死亡数 は次 の式に

より,追 求患者 と性,年 齢構成 を等 しくした人 口につ い

て推定 した。

D1:1953～58年 の総死亡率(1956年 の5歳 階級別総

死亡率6)で 代表 した)

D2:1958～63年 の総死亡率(1961年 の5歳 階級別総

死亡率7)で 代表 した)

D3:1963～68年 の総 死亡率(1966年 の5歳 階級別総

死亡率8)で 代表 した)

Q1:1953～58年 の総死亡率 と各疾患死亡率 と の比率

(1956年 の死亡 率で代表 した)

Q2:1958～63年 の総 死亡率 と各疾患死亡 率 と の比 率

(1961年 の死亡率 で代表 した)

Q3:1963～68年 の総 死亡率 と各疾 患死亡率 と の比率

(1966年 の死亡率で代表 した)

T:対 象患者数

とす ると,1953年 の追求患者 と同一年齢構成 の 一般

人 口中におけ る各疾患 ごとの期待死亡数は次の式に よつ

て求めた。

1958年 の追 求患者 と同一年齢構成 に おける一般人 口

中の各疾患 ご との期待死亡数 は次 の式に よつ て求 められ

る。

1963年 の追求患者 と同一年齢構成 の一般人 口 での そ

れぞれ の疾患 ごとの期待死亡数は次 の式に よつ て求めた。

各主要疾患の死亡率 と総死亡率 との比率は次の式に よ

つて求めた。

(MS1:1956年 の 各 疾 患 の5歳 階 級 別 の死 亡 率6),

MT1:1956年 の各5歳 階 級 別 の総 死 亡 率)1953

～58年

(MS2:1961年 の 各 疾 患 の5歳 階 級 別 の死 亡 率7),

MT2:1961年 の 各5歳 階級 別 の総 死亡 率)1958

～63年

(MS3:1966年 の各 疾 患 の5歳 階 級 別 の死 亡 率8),

MT3:1966年 の各5歳 階 級 別 の総 死 亡 率)1963

～68年

III.研 究 成 績

1.追 求患者の中枢 神経系血管損傷,悪 性腫瘍,心 臓

疾患に よる死亡数 と対照一 般人 口中での これ ら疾 患に よ

る期 待死亡 数 との比較

中枢 神経 系血管損傷,悪 性腫瘍,心 臓疾患 の3主 要疾

患に よる死亡状況 を追求患者 と対照一般人 口とについ て

比較表示 した のが表1で ある。

中枢神経系 の血管損傷に よる死亡は,1953年 では追求

患者 の28名 に対 し,対 照一般人 口におけ る期待死亡数

は31名,1958年 の追求患者では41人 に対 し,期 待死

亡数は68人,1963年 の追求患者 では12人 に対 し,期

待死亡数は24人 で,ど の年次でみて も追求患者におげ

る中枢 神経系血 管損傷に よる死亡数は対照一般 人 口にお

ける期待 死亡数 よりも少 なかつた。

また悪性腫瘍 に よる死亡 は,1953年 で は追求患者 の

23名 に対 し,対 照一般人 口の期待死亡数は19名,1958

年で は追求患者 の39名 に対 し,期 待死亡数は40名,

1963年 で は追求患者 の20名 に対 し,期 待死亡数は13名

で,1958年 を除 きどの年次で も追求患者 の 悪性腫瘍に

よる死亡数が対照一般人 口におけ る期待死亡数 よ りも多

かつた。

心臓疾患に よる死亡は,1953年 では追求患者 の30名

に対 し,対 照一般人 口での期待死亡 数は13名,1958年

では追求患者の31名 に対 し,期 待死亡数 は27名,1963

Table 1. Number of Deaths by Malignant Tumor , Cerebrovascular Injury and Heart
 Disease, Observed among Followed up Patients in Comparison with Expected

 Value Estimated by from Age-matched General Population
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Table 2. Numober of Death from Non-Tuberculosis Diseases by Observation Period
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年 では追求患者 の19名 に対 し,期 待死亡数 は8名 と,

どの年次で も追求患者のほ うが対照一般 人 口よ りも心臓

疾患に よる死亡 もまた多かつた。

なお各年次別の追求患者におけ る非結核性死因に よる

死亡状況は表2に 示す とお りであつた。

IV.考 案

結核患者 の結核死亡率については第2編 で検討を行な

つたが,結 核患者 の非結核性死因に よる死亡 に つ い て

は,多 くの非結核性疾患 のそれぞれについて,個 別に検

討 を行な うことが必要で ある。

そ こで本編では死亡順位 の高い 中枢神経系血管損傷,

悪 性腫瘍,心 臓疾患 の3主 要疾患を取 り上げ,こ れ らの

疾患 に よる死亡が結核患者 の場合,一 般人 口に比べ てど

の ように異 なつ ているかについ て検討 を行 なつた。

そ の結果結核患者 の非結核死亡 中,中 枢神経系血管損

傷 に よる死亡 は,一 般対照 人 口のそれ よ りも少な く,悪

性腫瘍 に よる死亡 は,心 臓疾患 に よる死亡 と同 じく対照

一 般人 口よ りも多い ことが明 らかになつた。 この結果 は

どの年次で も同 じ傾 向であつたので単に偶 然の もの とは

考えがたい。

中枢神経系血管損傷に よる死亡が,結 核患者では一般

人 口よ り少ない点については,古 くか ら 「結核体質」 と

「卒 中体質」 とは相反す るもので あるか のよ うにいわれ

てきた。実際にそ のよ うな偏見な しに観察 された対象に

おいて,そ れ を支持す る ような結果が得 られた ことは興

味 がある。

心臓疾患 に よる死亡 が結核患者 で多いことは,肺 結核

において心肺 機能の低下 が問題 になる以上 ある程度 は予

測 しえた ことであ るが,今 回の結果 はそれをある程度裏

付けてい るもの と推 定せ られる。

悪性腫瘍に よる死亡が,結 核患者において一 般人 口に

おけ るよ りも多 くみ られ る点は きわめて興味深い ことで

ある。 もしも肺結核そ のものが直接に悪性腫瘍の誘因に

な るな らば,肺 癌死亡が他臓器 のそれに比 して多 く期待

し うるかにみえ るが,実 際には全対象を通 じて悪性腫瘍

死82例 中肺癌死は14例 にす ぎない。

したがつて,こ こでは軽 々に肺結核症 と悪性腫瘍 の関

係につい ての憶測をす ることは慎 しみたいが,今 後 の研

究 に待 つべき ものが大 であると信 じる。

追求患者 と一般対照人 口との間に,以 上 の3主 要死 因

に よる死亡 の差が有意にみ られ ているが,こ の問題につ

いてはさ らに広汎 な研 究に待つ ものが多い と考 え ら れ

る。

V.結 語

追求結核患者の非結核に よる死亡の うち,中 枢 神経 系

の血管損傷,悪 性腫瘍,心 臓疾患に よる死亡について,

対照一般人 口との比較を行ない,中 枢 神経系血 管損傷に

よる死亡は,一 般人 口のほ うが多 く,悪 性腫瘍,心 臓疾

患に よる死亡は追求患者に多い傾 向が認め られた。 これ

は どの年次で も同 じであ り,非 常に興味深 く,今 後 の必

要 な研究 の一つ の方 向を示唆す るものといえ る。
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